ゴールデンウィークに訪れたいスポットおすすめ5選
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今年もゴールデンウィークが始まりますね
ゴールデンウィークに旅行に行かれる方が多いかと思います！
家族と恋人と友達と一人で、
京都旅行を考えていらっしゃる方はいらっしゃいませんか？
ただ何と言っても京都は観光名所が多くて、どこに行けばいいのかわからない‼
せっかく京都を巡るなら、ゴールデンウィークの時期が見どころのスポットを巡りたいものですね♪
今回はゴールデンウィークに訪れたいおすすめスポット5選をご紹介いたします♪
是非散策の参考にご活用ください(^▽^)/ 

藤森神社


藤森神社は、その起源はなんと平安遷都前、つまり京都に都ができる前まで遡ります。
5月5日こどもの日、藤森神社は、菖蒲の節句発祥の神社として知られています。菖蒲節句とは、端午の節句（こどもの日）の別名で、男の子の健やかな成長を願う行事です。
菖蒲節句には欠かせない花として菖蒲（尚武／しょうぶ）がありますが、これも「しょうぶ」が「勝負」に通じるということから勝運にも御利益があるとされ、藤森神社で開催される駈馬神事が馬の神事であることからも「馬の神」としても信仰されるようになりました。
この「勝負」と「馬」が結びつき、現在では馬主や騎手など競馬関係者も数多く参拝に訪れるようになっています。
端午の節句の発祥神社として、毎年5月1日から5月5日まで藤森祭が行われます。
ハイライトは5日で、鎌倉時代から有名な神輿・武者行列（鼓笛隊）が氏子地域を巡行し、境内では馬を駆りながら乗り手が曲技をする「駈馬神事」が奉納されます。その様子はまるで曲芸。手綱も持たずに後ろ向きにのってみたり、馬に乗ったまま文字を書いてみたり、馬の上で逆立ちしてみたり、とまさにスリル満点です。

「藤下り」「手綱潜り」「逆立ち」「横乗り」「一字書き」「矢払い」「逆乗り」といった離れ技に注目！
﻿


写真2枚

【拝観時間】9時～17時 
アクセス方法
JR「京都」駅より奈良線「藤森」駅下車、徒歩6分

【京阪電車】
「墨染」駅下車　徒歩約5分

【市バス】
南6系統にて「藤森神社前」下車




松尾大社
松尾大社は京都で最古の神社の一つです。それは、大宝元年（西暦701年）に この地に社殿創建以来、千三百年有余年の歴史を誇ります。
松尾大社の神様といえば、全国の酒造家から「お酒の神様」として信仰を集めています。

また、本殿に続く回廊を潜り、北末社・霊亀の滝へ向かう途中には、京都三名水と名高い「亀の井」があります。
延命長寿の功徳があり、「よみがえりの水」とも呼ばれいます。誰でも持ち帰ることができ健康長寿を願ってたくさんの方が汲みにこられるそうです。さらに、お酒の仕込みに使うと、酒が腐らなくなるといわれ、全国から酒造家のみなさんが汲みに来られます。
松尾大社はもう一つ、ヤマブキの名所としても知られています。
境内を流れる一ノ井川沿いには約3,000株ものヤマブキが群生しており、関西随一の規模を誇ります。、黄金色を輝かせながら、かわいらしい花を次々と咲かせます。
ヤマブキは4月〜5月上旬までが見どころで、毎年その時期になると「山吹まつり」が開催されます。期間中、境内せましと咲き誇る山吹の群生を自由に観賞していただけます。
ヤマブキの花は咲いている期間が長くゆっくりと楽しみ事ができます。

【拝観時間】
参拝時間：5:00～18:00（受付終了16:00）﻿
· 庭園・神像館の拝観時間：9:00～16:00（日祝は16:30まで）﻿

【拝観料】﻿
境内は無料
庭園・神像館は、大人500円、学生400円、子供300円（共通）

· アクセス方法
【電車】阪急嵐山線「松尾大社」駅下車、市バス・京都バス「松尾大社前」下車すぐ
· 四条通から物集女街道を越えて表参道へ


【バス】







今宮神社
紫野御霊会が始まりとされる千年以上営み続く祭
正暦5（994）年、平安京で流行した疫病を鎮めるため疫神を祀り御霊会を行ったのがはじまりの神社。今宮祭は平安の都の「紫野御霊会（むらさきのごりょうえ）」につながる祭礼。その起源は古く、のちに西陣が興隆するとともに産子地域の民衆の祭として栄え、今日までその伝統を継いでいる。5日に神幸祭、11日には還幸祭が行われ、数ヶ所で行われる神輿の舁き上げは勇壮。神幸祭は御出祭（おいでまつり）とも称され、御本社から御旅所へと三基の神輿を中心に約800名の行列が巡幸する。雅びやかに剣鉾の列が先をつとめ、牛車の軋む音、愛らしく可憐に舞う八乙女、舁き上げ魂振る大神輿、町々に連なる神迎えの笑顔が晴れやかに列を包み込んでゆく。正暦5年（994）、平安京で流行した疫病を鎮めるため疫神を祀り御霊会を行ったのがはじまり。健康長寿・災疫鎮静の社。本社には大己貴命、事代主命、奇稲田姫命、疫神社には素盞嗚尊を祀る。現在の社殿は明治35年（1902）の再建。境内には「阿呆賢さん」と呼ばれる神占石があり、願いを占う人が多い。良縁開運のご利益としても知られる。4月第2日曜のやすらい祭は、当時の疫病鎮静の古い祭を伝承するもので、京の三奇祭のひとつ。あぶり餅を食べる前に、まずは今宮神社に参拝を。今宮神社は正歴5（994）年、京都で流行していた疫病を鎮めるため、疫神を祀ったことが起こりである神社です。毎年4月第2日曜には京の三奇祭の一つである「やすらい祭」が催行され、一年間の無病息災を祈ります。
西陣の八百屋に生まれ、五代将軍徳川綱吉の生母にまで上り詰めたことから、「玉の輿」の語源になったといわれる“お玉さん”こと桂昌院ともゆかりの深い神社です今宮神社の参道にある、あぶり餅屋の「一文字屋和輔」と「かざりや」。今宮神社に供えられていたお餅のお下がりをいただくことで、無病息災のご利益が得られる縁起物とされたことから、参拝時に立ち寄る茶店として今もなお愛され続けています。

参拝時間
境内自由、社務所9：00～17：00
参拝料
境内無料
アクセス
市バス「今宮神社前」下車すぐ



京都鉄道博物館
梅小路京都西駅から徒歩約2分の距離にある、53両の車両を収蔵した国内最大級の鉄道博物館。
初代新幹線である0系新幹線や、本物の蒸気機関車がけん引する「SLスチーム号」など、子どもから大人まですべての人がお楽しみいただける展示が数多くあります。
他にも、運転士になりきっておしごと体験ができる「運転シミュレータ」や、日本最大級の「鉄道ジオラマ」など学びながら遊ぶことができるコーナーが盛りだくさん。
アクセス
	電車
	JR「梅小路京都西」駅下車 徒歩約2分

	バス
	「梅小路公園・JR梅小路京都西駅前」下車 徒歩約3分

	駐車場
	専用駐車場はございません。
付近の有料駐車場、もしくはコインパーキングをご利用ください。


入館情報
	入館時間
	10:00～17:00
（※入館は16:30まで）

	入館料金
	一般｜1,500円
大学生・高校生｜1,300円
中学生・小学生｜500円
幼児（3歳以上）｜200円

	休館日
	毎週水曜日・年末年始（12/30-1/1）ほか
※祝日・春休み・夏休み等は開館

	所要時間目安
	約1時間








京都水族館
国内最大級の内陸型水族館
日本初の人工海水を100％使用した、国内最大級の内陸型水族館。京都市の中心に居ながら、イルカやペンギンなどのいきものから、世界最大級の両生類オオサンショウウオまで、様々な海や川の生物の息吹を感じることができます。


	電車
	JR「梅小路京都西」駅より徒歩約7分
JR「京都」駅中央口より徒歩15分

	バス
	「七条大宮・京都水族館前」バス停すぐ


入館情報
	開館時間
	日によって変動します。最新情報はこちらから

	休館日
	年中無休※施設点検、気象状況などで臨時休業をする場合があります。

	入館料
	大人｜2,400円
高校生｜1,800円
小・中学生｜1,200円
幼児（3歳以上）｜800円

	所要時間目安
	約1～2時間




神社の参拝前に、レンタル着物岡本で着物をお召しになり
散策を楽しんでみてはいかがでしょうか？ 
皆様のご来店をお待ちしております❀
【この記事の著者】
レンタル着物岡本　伏見稲荷店
〒612-0807　京都府京都市伏見区深草稲荷中之町45-1
TEL: 075-634-8900
HP: www.okamoto-kimono.com
Instagram: https://www.instagram.com/rentalkimonookamoto/?hl=ja

